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①日々変わる学校行事の日程
春先に年間予定でお伺いする行事を確認するが、変更が都度発生する
一部行事やアルバム用の撮影日は後日決まるため、都度確認が必要

②カメラマン数の把握が重要
カメラマンが足りないと「即終了」の世界線
応援カメラマンを確保しすぎると経費がかかるし、確保が足りないと大変
予定が空き気味の日に撮影予定を入れていきたい

③しかしスクールフォトに特化した管理ツールがない
Googleカレンダー等のクラウドツールを入力規則を決めて使用
未だにホワイトボード等の手書きツールを用いている会社も多い



①日々の必要カメラマン数を自動的に算出
カメラマン数をカウントして不足がちな日はアラートでお知らせ
外注カメラマン手配・撮影予定の入れられる日が一目で分かる

②学校行事スケジュールを管理してアラート
日程入力漏れ・日程確認漏れ等を自動的に管理してアラートでお知らせ
確認が漏れている学校行事が一目で分かる

③カメラマンや機材のダブルブッキングもアラート
うっかりミスのダブルブッキングも未然に防げます

④過去に同じ行事・学校に訪問したカメラマンの履歴が残る
カメラマン配置の目安が一目で分かる

確認・手配の負荷大幅低減 ⇒スタッフ作業時間削減
ヒューマンエラーの事故防止⇒ミス撲滅による学校の信頼度UP



項 目 OYADORI Googleカレンダー ホワイトボード(手書き)

カメラマン数カウント ◎
自動的にカウント

×
入力規則で管理し数える

×
手作業で数える

行事確認アラート機能 ◎
抜け漏れを逐一アラート

×
担当者の管理・記憶頼み

×
担当者の管理・記憶頼み

カメラマン・機材の
ブッキングアラート機能

◎
「被り」を逐一アラート

×
目視で確認

×
目視で確認

カメラマンの履歴機能 ◎
同一校・行事の履歴が残る

△
昨年を探し出せば何とか

×
履歴は残らない

応援カメラマン管理 ◎
手配状況・情報管理が可能

△
入力規則等で管理

×
管理は困難

外出先での確認 ◎
学校単位等で絞込も可能

○
閲覧のみは可能

×
不可（内勤者に電話確認）

ヒューマンエラー
のリスク

◎
手作業や記憶に頼らない

△
手作業や記憶に頼る

×
書き損じ等のミスが多い

費 用
今だけ3万円

初期費用通常20万円
保守費用 5,000円/月

無料アカウントは無料
ビジネス版は

1ユーザー 680円/月～

無 料
但し人件費はかかる





アラートの表示

検索バー

カレンダー



宿泊予定

撮影予定

雨天予備

カメラマン数・カメラマン名

撮影時間 ※以下の５択
時間指定・不明・AM・PM・放課後

社員休み数

応援カメラマン数

確保済カメラマン数

必要カメラマン数
（）は予備数

イベント
撮 影

その他

打合せ



※ 各アラートの数値設定は、契約後に御社の状況に合わせて変更可能です



確保済カメラマン不足
“確保済カメラマン”－ “必要カメラマン”＝ “０以下”の時にアラート

確保済カメラマン不足気味
“確保済カメラマン”－ “必要カメラマン”＝ “３以下”の時にアラート

ダブルブッキング
同じカメラマンが同日に重複して配置されている際にアラート

備品不足
機材が同日に保有数以上の数が配置されている際にアラート

応援カメラマン未配置
応援カメラマンが依頼済みなのに撮影に未配置の際のアラート（14日以内の分）



予定のたまごアラート
予定が“次回推定日の90日以内“になったがスケジュール未登録の際のアラート

日程確認未実施アラート
“予定日の60日以内“になったが”日程確認日が60日以上前”の際のアラート

日程最終確認未実施アラート
“予定日の14日以内“になったが”日程確認日が14日以上前”の際のアラート

予備日未定アラート
“予定日の30日以内“になったが”雨天予備日が未定”の際のアラート

カメラマン未選択アラート
“予定日の14日以内“になったが”カメラマンが未選択”の際のアラート

カメラマン未連絡アラート
“予定日の7日以内“になったが”カメラマンに内容を未連絡”の際のアラート

ステータス未更新アラート
雨天延期の予定において終了後”撮影完了or雨天延期”が未更新の際のアラート





①必要カメラマン数の算出
〇同日の全ての予定のカメラマン数を
リアルタイムでカウントして表示
※予定項目のうち”その他”のみ未カウント

〇掛け持てる撮影は合わせて”１”とカウント
※2時間のインターバルがあれば掛け持てると判断
（AM → 9:00～12:00 PM → 13:00～15:00 放課後→ 16:00～18:00で定義）

②確保済カメラマン数の算出
〇社員数－社員休み数＋応援カメラマン数 で算出

社員休み数

応援カメラマン数

確保済カメラマン数

必要カメラマン数
（）は予備数

“AM”と”PM”は掛け持てないのでカメラマン数”2”とカウント
“AM”と”放課後”は掛け持てるのでカメラマン数”1”とカウント例）



後述の“予定のたまご”は
“行事マスタの標準実施日”
より生成されます

①学校・イベントマスタ 学校の情報を登録するマスタ
①タイプ（学校・イベント撮影） ②学校名 ③略称名 ④校種
⑤学校担当者 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧先方窓口 ⑨注意事項

②撮影行事マスタ 学校・イベントマスタに紐づき“年間の予定”を登録
各行事に対して以下の項目を登録する
①行事名 ②標準実施日 ③販売有無 ④集合販売有無
⑤アルバムに使用する学年 ⑥撮影する対象学年 ⑦備考

“各種マスタ”は様々な情報を登録するOYADORIのデータベースです

これらを全て登録することで“OYADORIの各種機能”が有効になります



③社員マスタ 社員の情報を登録するマスタ
各社員に対して以下の項目を登録する
①氏名 ②略称 ③カメラマンか否か ④権限
⑤OYADORIのログインID ⑥パスワード

④応援カメラマンマスタ 応援カメラマンの情報を登録するマスタ
各応援カメラマンに対して以下の項目を登録する
①氏名 ②略称 ③ランク ④名刺・誓約書の有無 ⑤住所 ⑥電話番号
⑦メールアドレス ⑧生まれ年 ⑨車有り ⑩繁忙期（入学式・運動会）入れるか
⑩知り合った経緯 ⑪雰囲気・愛想 ⑫各種撮影スキル（式典・運動会等）
⑬特殊機材 ⑭苦手な機材 ⑮備考 ⑯ランクアップ課題 ⑰出禁の学校

“社員のカメラマン数”が
“確保済カメラマン数”
の計算に影響します



⑤撮影スキルマスタ 応援カメラマンの各種撮影スキルを登録するマスタ
応援カメラマンの“各種撮影スキルに表示したい項目”を編集・追加できる

⑥社用車マスタ 社用車の情報を登録するマスタ
各社用車に対して以下の項目を登録する
①名称 ②略称 ③ナンバー ④車検期限 ⑤年齢制限

⑦備品マスタ 備品の情報を登録するマスタ
ひな壇・ストロボセット等の備品ごとに以下の項目を登録する
①名称 ②単位 ③所持数量

“登録された社用車”が
“予定入力”の際に選択
できるようになります

“所持数量”が“備品不足アラート”の元になります



”予定のたまご”から”行事予定を登録”する方法
下記の“予定のたまご一覧”より“本登録ボタン”を押すことで行事を登録できる
検索バーを用いることで、“学校担当”や”学校名“でも絞り込むことも可能です

“予定のたまご”とは、“行事予定を登録する際の元”です
予定のたまごを確認することで“行事予定の登録漏れ”を防げます

本登録ボタン

A

B

D

C



”予定のたまご“が生成されるタイミング
〇各学校の“行事マスタ”に登録されている
行事の“推定実施日”の１年前に生成（月に１度一斉に生成）

例）2023年8月の行事のたまごは、2022年8月末に生成される
〇本年度は中止になった行事でも“行事マスタから削除しない限り”は
”翌年再び予定のたまごとして生成”されるので安心

〇“行事マスタ”に“新規で行事が登録された際”にも生成される

”予定のたまごアラート“をチェックすれば”登録漏れ“を防げる
〇先述の通り、“次回推定日の90日前”になってもスケジュールに
登録されていない場合は“予定のたまごアラート”がなるので、
“予定の登録漏れを100%防止”することが出来る 特に抜け落ちやすい、

年間予定は決まっていない
“ギリギリで決まる行事の確認漏れ”
を防ぐことが出来ます





スケジュールへ登録する際“行事マスタの予定”は“予定のたまご”から
“行事マスタにない予定”は“追加ボタン”から入力してください

“行事マスタに登録している予定”は
予定のたまご一覧のコチラから登録

“行事マスタに登録していない予定”は
日々のスケジュールの追加ボタンから登録

A

B

D

C



撮影・イベント撮影
予備日・打ち合わせ
その他の５項目から選択

学校マスタに登録した
学校名のみ入力可能

スケジュール名は
左側→行事マスタから選択・右側→自由入力（併記もOK）

時間が未定の場合は
未定・AM・PM・放課後
から選択する

時間が決まっている場合は入力

宿泊行事の場合は すると日時を跨いで登録可能に

雨天決行・雨天延期・雨天決行を選択
雨天延期の場合、雨天予備日の入力欄が生成 ※詳細は2P後

先方に日程を確認した日を確認する度に更新
（日程確認未実施アラートに反映）

必要なカメラマン数を入力

担当カメラマンを割振り

カメラマンに連絡が済んだら
（カメラマン未連絡アラートに反映）

ダブルブッキングアラートを敢えて無視したい
場合に （例真横の学校で兼ねられる場合等）

社用車マスタに登録された車から選択社用車以外の移動手段
の場合に入力する

先方とのやり取り内容を入力
登録すると登録者・日時が分かる

詳細入力欄
※詳細は1P後



※行事マスタより入力された
予定のみ参照して表示

備品情報入力
（備品不足アラートに反映）

備考情報の入力欄

資料データ添付ボタン
画像・PDFが添付可能

行事マスタの情報から
取得てし表示

スケジュールの過去履歴より
同一行事に行ったカメラマン
を表示

スケジュールの過去履歴より
同一学校に行ったカメラマン
を表示



”雨天延期“の予定の際、予備日日程を入力すると
”自動的に予備日の予定が生成される“

A

例）2023年3月14日に
予定の予備日が自動的に生成される

無事に実施した場合は“撮影完了ボタン”
自動的に“予備日は撮影キャンセル”になる

撮影が延期した場合は“雨天延期ボタン”
自動的に“本予定は撮影延期””予備日は本予定”になる

撮影が実施出来たか否かによって
“撮影完了” or “雨天延期”ボタンを押すと
自動的に予定のステータスが変更される





各日程の上にある社員ボタン・応援カメラマンボタンをクリックすると
“社員休み状況”と“応援カメラマン手配状況”が一目でわかります

社員ボタンを押すと
“社員休み状況”へ

※詳細は1P後

応援カメラマンボタンを押すと
“応援カメラマン手配状況”へ

※詳細は2P後



休みの状況入力
公休or有休・全休or午前休or午後休も入力可能

“社員休み状況”の画面

その日のスケジュールが表示
休みを入力する際の参考にできます

“休み”と“撮影予定”が重なっている場合も
“ダブルブッキングアラート”の対象となります



依頼ステータス
未確認＝何もしていない
依頼済＝既に依頼している
依頼まだ（空き）＝空いているが依頼していない
確認中＝空き状況を確認中
キャンセル＝依頼していたがキャンセルした
不可＝既に埋まっている

“応援カメラマン手配状況”の画面

最後にステータスを更新した社員・日時 担当するスケジュール“依頼済”になったカメラマン数が
“確保済みカメラマン数”に反映されます



仮に1人1日10分の時間短縮ができれば、3人の会社なら1日30分の短縮
1時間2,500円とすると、1年間で約100万円のコストカットが可能

予定管理・カメラマン手配を社長業から切り離すきっかけにも！

初期費用 通常20万円

２０２４年度に導入のお客様限定特価になります
※1 リモートによる初回レクチャー費用含む
※2 各アラートの条件数値の変更は、上記費用に含まれます
※3 カスタマイズ等が必要であれば、別途費用（内容に応じてご提示）

保守料金 5,000円/月（運用サポート等含む）
※1 上記は年払い金額になります 月払いの場合は 6,000円/月となります
※2 別途ｘサーバー等のレンタルサーバーが必要）
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